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◇ 首相辞任と党分裂後で初の世論調査が発表され、急進左派連合のリードが縮小した。世論調査の結果

に基づけば、急進左派連合の単独過半数獲得は困難で、政権発足には３党連立が必要となる。政権基

盤の強化を狙って総選挙に打って出た首相の狙いが的中するかは予断を許さない。難民の大量流入が

社会問題化しており、移民排斥と反緊縮を訴える極右政党の支持が高まっている点にも注意を要する。 

 

 

チプラス首相の辞任と急進左派連合の分裂後で初めての世論調査が25日に発表され、急進左派連合のリ

ードが大幅に縮小したことが明らかとなった。ギリシャのメディアNewpost.grによれば、態度保留者と投

票に参加しないとの回答を除いて再集計した政党別の支持率は、急進左派連合（SYRIZA）が28.7％とリー

ドを守ったが、これまでの40％前後の支持率から急落している（図表１）。今後の世論調査の推移を見守

る必要があるが、９月20日にも実施が予定される総選挙は接戦となる可能性も出てきた。今回の世論調査

を基に各党の獲得議席を試算すると、急進左派連合が127議席で第１党を死守するが、単独での過半数

（151議席）には届かない（図表２）。政権発足に必要な24議席以上を獲得しそうな政党は、現野党の新民

主主義（ＮＤ）のみだが、守旧派政党批判で躍進した急進左派連合が同党と連立を組むハードルは高い。

政権発足には、同じく守旧派だがイデオロギーが近い全ギリシャ社会主義運動（PASOK）、中道左派の新興

勢力のポタミ（TO POTAMI）、イデオロギーは異なるが連立パートナーとして一定の存在感を示した独立ギ

リシャ人（ANEL）、初の議席獲得を目指す中道連合（Enosi Kentroom）などによる３党連立が必要になる。

党内の強行派と袂を分かち、安定政権の樹立を目指して総選挙に打って出たチプラス首相だが、総選挙後

の連立協議が難航する恐れもあり、思惑通りに政権基盤の安定化につながるかは予断を許さない。 

緊縮受け入れに反対するラファザニス前エネルギー相が急進左派連合内の強行派議員と旗揚げした新

党・国民連合（ＬＡＥ）は今回の世論調査で5.4％の支持を集めた。ギリシャ国民の多くは緊縮受け入れに

舵を切ったチプラス首相を引き続き支持しており、国民連合は今のところ十分な反緊縮票を集めることが

出来ずにいる。難民の大量流入が深刻な社会問題化しており、移民排斥を訴える極右政党・黄金の夜明け

（Golden Dawn）が反緊縮票の受け皿となったことも考えられよう。チプラス首相は三次支援の開始直後の

タイミングで辞任することで、早期の議会解散・総選挙に持ち込み、分裂した国民連合を始め他党に十分

な選挙準備期間を与えない戦略を採っている。また、支援再開に必要な追加緊縮の痛みが及ぶ前に総選挙

を行うことで、政権への批判の高まりを交わす狙いもある。これに対して、大統領から政権発足の検討を

命じられた第２党の新民主主義と第３党の国民連合は、政権発足が困難と分かりながらも３日間の猶予期

間を使い果たすことを選択し、時間稼ぎを図っている。近く議会は正式に解散される見込みで、ギリシャ

の運命を占う選挙戦の火蓋が切られる。 
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注：最新の世論調査のみInterview社によるもの、その他はMetron Analysisによるもの
出所：Metron Analysis、Newpost.gr資料より第一生命経済研究所が作成

（図表１）ギリシャ主要政党の支持率
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左派 左派 右派 中道右派 中道左派 中道左派 中道左派 右派 左派

現有議席 124 25 13 76 17 13 0 17 15 300

最新の世論調査
（Interview社、8/25
発表）の支持率（％）

28.7 5.4 4.2 26.3 6.6 5.4 4.8 7.2 5.4 94.0

世論調査に基づく
獲得議席予想

127 14 11 70 18 14 13 19 14 300

注：ギリシャ議会選挙は３％以上の得票を獲得した政党に250議席を比例配分し、第１党に50のボーナス議席
出所：Newpost.gr報道より第一生命経済研究所が作成

連立与党 親欧州野党 反緊縮野党

合計

（図表２）世論調査に基づくギリシャ総選挙での獲得議席予想


